2011　夏
これから数週間後に、このウェブサイトをアップグレードするつもりです。過去数年間に、１日あたり平均5〜10人の先生方からの“新規来訪”がありました。良くない知らせとしては、再来訪の方を落胆させたことです。これは私の失敗です、なぜなら現在起こっている出来事についてしっかりと管理してこなかったからです。皆さんが新しく、使いやすいサイトを気に入って下さることを期待しています。どうぞお考えをお知らせ下さい。
日本の一流の矯正医である、立花　京子先生から、我々のサイトへ講演内容が投稿されました。彼女は、2011年3月にイタリアで開催された、我々の国際シンポジウムで、この“Facial Profile”の講演を行いました。非常に質の高い抜歯治療の素晴らしい発表に加えて、日本の歴史的事実と側貌についてを組み合わせています。是非これを逃さないで下さい！！

シカゴでのAAOの集まりは素晴らしいものでした。長期安定に関する私たちの講演は、満員の聴衆を集めました。世界中から会合に参加した多くの友人達を目にしました。

私の人生でのハイライトの一つが6月に起こりました。テキサスの私の出身大学の同窓会が、同窓会の50周年記念に私と表彰台を分かち合うために、私の息子のChuckとMoodyを招待してくれたのです。本当に幸せな父親です。我々の発表は・・・Orthodontists from Texas – Past, Present, Future ! でした。

6月末にはメキシコ（クエルタロとガナジャト）で歓迎され、2回の講演を行い、小さいながらも強力なカナダ、ノヴァ　スコティアの矯正医のグループと楽しむ事ができました。
毎年の最も印象的な講演地であるのは、日本であることを認めなければなりません。今年は誰もがまだ津波や、放射能汚染の影響を心配していることでしょう。しかし、大阪での我々の集まりでは、プリンプルコースを初めて受講する多くの参加者がいました。プリンシプルコースに引き続き行われた研究会は、いつもながらの高水準のものでした。日本のAOディーラーであるバイオデントからの支援により、彼らが計上した会合での全ての売り上げから寄付金と併せ、日本赤十字社へ有意義な経済的支援を集めることが出来ました。
※注（バイオデント社による期間中の売上の一部は、日本矯正歯科学会の「東北地方太平洋沖地震災害支援基金」へと寄付をさせていただきました）
どうぞ夏の残りを楽しんで下さい。（今、テキサスでは非常に大変です・・・38°を超す毎日です）。　2011年9月8〜9日には、アーリントンでプリンシプルコースが開催予定です。多くの受講者を期待しています・・・ご興味の方は、お早く申込下さい。

そして今・・・未来に向かって！

Wick

